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の茄 (広群樹とシダなど)と申子郊申木 (ススキ

など)の裳の械経である｡㊥.㊨.◎には.これ

以外のめぼしいものはなかったが.①ではバリバ

リノキ (N-10), フカノキ (N-5).そのほ

か2-3和の果実食の証拠を認めた｡また.◎の

ごく一部から.FicussL).の粒子を検山した｡

冬-甲春把.果実食がヤクザルにとってどの程

皮試要であるか.再検討する必要があろう｡ これ

をふまえて.厳しい季節に入手可能な食物のあり

方が.彼らの垂直分布パタ-ンにどのように影響

しているかを考察しなければならない｡

丸矧ま.西部海岸域の隣接して分布する4群の

遊動域で.群問関係や群れの個体数と遊動域の面

研関係の継年変化を調べた｡4主群の遊動城は.分

醐 冬了以来.4年日の1982年においても変動を続け

ている｡この要因として.個体数の変動.群れRq

の佼劣関係の変化.森林の土地価の変化.mれの

土地利用技術の変化などを指摘できる｡ 1979年

には1頭当り1.84haの土地を利用していたが.

1982年には1.16haであった｡生息密皮(覗/km2)

の変化としてみると,1979年の54から1982年

の83と54%増加した｡4群の個体数の増加にも

かかわらず.遊動域は全体としてあまり拡大しな

かった｡オトナオスの移出に対応して.群れ問の

佼劣関係が変化し.遊動域にあらわれた群問関係

も変わった｡ これらの変化が.群れの採食生闇を

通じた森の使い方のいかなる変化によっているの

かを追求するのは.今後の課題のひとつである｡

ヤクザル自然群における個体問関係と群れの統

合機構

古 市 剛 史 (京大 ･理)

三谷雅鈍 く 〃 )

目的

音声スペクトル分析の応用により,従来データ

化の邦しかった音声コミュニケ-シヲン･ネット

ワークの分析を行い.個体間の空間配田や交渉等

の可祝的情報と合せて.ヤクニホンザル自然個体

即の個体間関係の様子を明らかにする｡

別r11rJ

1982年4月15日～5月31日 (三谷)

1982咋7月12日～8月11日 (古市)

方法

三谷は.屋久応国別岳西斜面の.通称M群の全

成熟個体1297iについて.音声を中心に各 10時間

ずつの追跡調正を行うと共に.テープレコーダー

によってtcoo'soundcoordinationを録音し.育

声スペクトル分析の技術を用いて音声による個体

同定を行なった｡古市は.M耶及びその周辺各群
の群れ内雄関の社会交渉を祝祭した｡

結果

1)音声による個体識別は.1.71!-底振動数 2.

発声時間 3.スペクトル分析のパターン (いわゆ

る声紋)の3つを拍坪とすることで可伐である｡

2)tcoo'soundcoordinationは.各家系の老

母ザルが家系袋田を越えた交渉の小心となって行

う｡この家系ft3田を越えた結びつきは.従来知ら

れていなかった現象である｡

3)碓間のグルーミング等の親和的社会交渉は

サイズや的成のjmtlなるTrfれでも同様に見られる｡

4)M耶その他の群れ周辺に.しばしは枕ばか

りのサブ･グループが見られる｡これには.才吉雄

ばかりでなくアルファ･メールの含まれることも

あり.構成は多少とも流動的である｡

課題 4 (本年度は延期)

課題 5 (本年度は延期)

課題 6

霊長類の歯に関する性的二型の分化機構につい

て

山 田博 之 (変院大 ･伯)

川本浮子 ( 〃 )

歯の大きさにおける性的二g_Jを数抑詔LllTIで比

較検討した｡今回蚊mLT=染料は訳邦大学詔長現

研死所所有のオナガザル苑科2和 (ニホンザル.

アカゲザル)の晒付された頭還付である｡計測は

I/20hlh咽lJ尺付ノギスを使mL.上下顎第1切

歯から節3大白歯までの歯冠近遠心径 ･煩告径を

計測した｡結果を要約すると以下のようになる｡

ニホンザル.アカゲザルではいずれもオスがメ

スよりも大きな歯をしていた｡統計的に比較して

みると.ニホンザルでは危険率 1%以下の有意な

性差がみられたのは32項目申12項目.5%以下

で有意差がみられたのは5才i日であった.また.
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